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INFORMATION

富
士
五
湖
聖
苑 

年
始
休
業
に
つ
い
て

ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
生
募
集

富
士
河
口
湖
町
温
泉
利
用
カ
ー
ド

�

　
　
　
（
世
帯
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て

中
村
亨
さ
ん
　
１
０
０
ｍ
走
で
優
勝
、

＝
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
＝

　
　
　
　
　

�
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
７
１
３
‐
５
１
、
船
津
温
泉

休
養
施
設
「
芙
蓉
の
湯
」
及
び
富
士
河
口
湖
町
小
立
２

４
８
７
、
高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
健
康
プ
ラ

ザ
」
の
共
通
利
用
カ
ー
ド
は
、
旧
河
口
湖
町
町
民
の
皆

様
に
は
今
ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
勝
山
村
、
旧
足
和
田
村
住
民
の
皆
様
に
は

12
月
上
旬
に
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
に
富
士
河
口
湖
町
に
転
入
さ
れ
た
世
帯

に
は
転
入
月
翌
月
の
上
旬
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
交
付
な
ど
に
遺
漏
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
増
進

課
健
康
増
進
係
（
電
話
7
2
‐
6
0
3
7
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
芙
蓉
の
湯
　
　
　
電
話
　
７
２
‐
６
６
２
６

＊
健
康
プ
ラ
ザ
　
　
電
話
　
７
３
‐
３
７
３
８

�

11
月
８
日
（
土
）
静
岡
県
掛
川
市
エ
コ
パ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
な
わ
れ
た
第
３
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
わ
か
ふ
じ
大
会
）
に
お
い
て
パ
ル
パ
ル
に
通
所
し

て
い
る
中
村
亨
さ
ん
が
１
０
０
ｍ
走
（
区
分
28
）
で
優

勝
、
走
り
幅
跳
び
で
３
位
、
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績

を
上
げ
ま
し
た
。

�

尚
、
中
村
さ
ん
は
、
去
る
５
月
11
日
（
日
）
甲
府
市

の
小
瀬
陸
上
競
技
場
で
行
な
わ
れ
た
山
梨
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
車
椅
子
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

上
げ
た
結
果
、
こ
の
全
国
大
会
に
出
場
し
た
も
の
で
す
。

　
富
士
五
湖
聖
苑
は
、
1
月
1
日
～
3
日
ま
で
の
3
日

間
は
休
業
と
し
ま
す
。
4
日
か
ら
は
通
常
ど
お
り
運
営

い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
斎
場
の
受
付
は
4
日
午
前
8
時
30
分
よ
り
富
士

五
湖
聖
苑
で
行
い
ま
す
。
4
日
以
降
の
火
葬
予
約
は
、

1
月
1
日
～
3
日
の
間
も
富
士
河
口
湖
町
役
場
本
庁
で

受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
は
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
お
正
月

飾
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
月
）
　
午
後
２
時
～

　
　
　
　�

12
月
16
日 

(

火)
 
 
 

午
後
７
時
～

■
内
　
容
　
お
正
月
飾
り
の
作
製

■
費
　
用
　
３
０
０
０
円

■
定
　
員
　
各
50
人

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

◆
申
込
先
　
７
２
‐
３
０
８
２

◎
出
来
上
が
り
写
真
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

h
t
t
p
;
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
s
a
n
.
n
e
.
j
p
/
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
/
e
x
p
e
r
i
e
n
c

e
/
e
x
p
e
r
i
e
n
c
e
_
d
a
t
a
_
3
.
a
s
p
?
p
3
_
i
d
=
7
2

��

　

�

鏡
や
ラ
ン
プ
、
飾
り
小
物
な
ど
を
作
っ
て
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で
の
午
前
・
午
後
。
時

間
は
選
ら
べ
ま
す
。
体
験
教
室
で
は
、
実
際
に
使
え
る

鏡
を
作
り
ま
す
。
初
心
者
で
も
安
心
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
費
用
は
月2
回
4
0
0
0
円
か
ら
。

◆
問
合
先
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
さ
ぎ
屋
　
金
原

�

電
話
・
F
A
X 

７
３
ー
３
８
３
５
　(

船
津)

　雪により皆さんの生活に支障をきたさぬよう、町も除雪体制を整えていますが、スムーズな除雪作業には

皆さんのご協力が欠かせません。特に路上駐車は除雪作業の妨げになりますので絶対にしないで下さい。(除

雪できない場所もありますので、ご了承下さい。)

　併せてご近所、町内会が協力しての除雪作業をお願いします。

・道路への排雪はやめましょう。(凍結し、交通事故の原因にもなります。)

・出入口前の除雪は作業後、各家庭にてお願いします。(除雪後、出入口がふさがることがありますが、ご

　了承下さい。)

・路上駐車はやめましょう。

・除雪作業中は大変危険なので、除雪車には絶対に近づかないで下さい。

・道路に、はみ出している枝や木は切って下さい。(積もった雪が通行人や車に落下する可能性があります。)

・除雪をする場合に確認しにくい工作物は、存在がわかるように、ご協力をお願いします。

町民の皆さんへのお願い

除雪のお知らせ…………
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町の文化財紹介

　
富
士
河
口
湖
町
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
改
め
て
こ
の
町
と
住
民
で
あ
る
私

た
ち
の
未
来
が
、
幸
多
く
希
望
に
満
ち

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
切
に
望
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
冨
士
河
口
湖
町
は
最
終

的
に
は
富
士
山
の
裾
野
に
広
が
る
富
士

五
湖
の
う
ち
、
山
中
湖
を
除
く
四
湖
を

町
域
に
含
む
こ
と
に
な
り
、
自
然
の
景

勝
と
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
景
勝
と
文
化
を
目
当

て
に
、
こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
人
々
が
、

町
を
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

の
人
々
が
心
か
ら
満
足
し
、
再
び
足
を

運
ん
で
く
れ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
町

の
未
来
を
決
め
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私

た
ち
が
心
が
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
民

で
あ
る
私
た
ち
自
身
が
、
ま
ず
新
町
の

こ
と
を
し
っ
か
り
知
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新

町
と
し
て
の
広
報
１
号
に
な
る
本
号
で

は
、
新
町
の
文
化
財
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
か
を
ご
紹
介
し
、
み
な
さ
ん

に
新
町
の
文
化
財
を
知
っ
て
頂
き
、
こ

れ
ら
の
保
全
を
心
が
け
て
頂
く
と
と
も

に
、
訪
れ
る
人
々
に
積
極
的
に
紹
介
を

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
紙
面
の
関
係
で
、
本
号
で
は
新

町
の
文
化
財
を
国
・
県
・
町
の
指
定
別

に
分
け
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
地
区
に
あ

る
の
か
を
一
覧
で
示
す
に
と
ど
め
ま
し

た
。
各
文
化
財
の
詳
し
い
紹
介
は
次
号

以
下
で
随
時
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
指
定

　
特
別
名
勝
　
　
富
士
山

　
天
然
記
念
物
　
船
津
胎
内
樹
型
（
船
津
）
、
　

　
　
　
　
　
　
　
蝙
蝠
穴
及
び
コ
ウ
モ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
湖
南
）
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
竜
宮
洞
穴
（
西
湖
南
）

　
重
要
文
化
財
　
富
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
山
）               

県
指
定

　
河
口
湖
の
フ
ジ
マ
リ
モ
（
河
口
湖
）
、

　
フ
ジ
マ
リ
モ
及
び
生
息
地
（
河
口
湖
・
西
湖
）

　
船
　
津  

丸
木
船
（
３
隻
）（
冨
士
博
物
館
蔵
）

　
河
　
口
　
河
口
浅
間
神
社
の
七
本
杉
、

　
　
　
　
　
河
口
の
稚
児
舞

�

勝
　
山
　
富
士
御
室
浅
間
神
社
文
書
（
武
田
晴

　
　
　
　
　
　
信
安
産
願
文
な
ど
25
通
）

�

　
　
　 

『
勝
山
記
』（
冨
士
御
室
浅
間
神
社
蔵
）

　
大
　
嵐
　
鰐
口
（
蓮
華
寺
蔵
）                        

　
西
　
湖
　
西
海
文
書
（
西
湖
区
有
文
書
）

　
西
湖
西
　
丸
木
船
（
１
隻
）
（
西
湖
野
鳥
の
　

　
　
　
　
　
森
公
園
内
）

町
指
定

�

船
　
津
　
丸
尾
地
蔵
堂
、
（
同
）
最
乗
塔
、
井

　
　
　
　
　
出
本
家
四
脚
門
、
井
出
家
長
屋
門

　
　
　
　
　
円
通
寺
本
堂
、
円
通
寺
庫
裏
、
河
口

　
　
　
　
　
湖
掘
抜

　
小
　
立
　
妙
法
寺
庫
裏
、
三
十
番
神
堂
（
妙
法

　
　
　
　
　
寺
境
内
）
、
川
窪
寺
屋
敷

　
大
　
石
　
う
の
島

　
河
　
口
　
御
坂
城
跡
、
河
口
浅
間
神
社
本
殿
、

　
　
　
　
　
黒
駒
大
絵
馬
（
河
口
浅
間
神
社
蔵
）

　
　
　
　
　
三
浦
家
の
門
、

　
　
　
　
　
河
口
浅
間
神
社
参
道
の
杉
並
木
、

　
　
　
　
　
河
口
浅
間
神
社
の
栃
の
木
、
　
　
　

　
　
　
　
　
同
社
の
樅
の
木

　
勝
　
山
　
藤
の
木
（
富
士
御
室
浅
間
神
社
）
、

　
　
　
　
　
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
（
妙
本
寺
）
、

　
　
　
　
　
オ
オ
ウ
ラ
ジ
ロ
の
木（
渡
辺
澄
宅
）、
　

　
　
　
　 

　
勝
山
小
学
校
創
立
記
念
樹
（
松
）
、

　
　
　
　
　
富
士
御
室
浅
間
神
社
里
宮
社
、

　
　
　
　
　
八
王
子
神
社
本
殿
、
同
拝
殿
、

　
　
　
　
　
武
田
不
動
明
王
座
像
（
富
士
御
室
浅

　
　
　
　
　
間
神
社
蔵
）
、

　
　
　
　
　
角
行
座
像
（
同
神
社
蔵
）
、

　
　
　
　
　
聖
徳
太
子
像
及
び
厨
子（
同
神
社
蔵
）、

　
　
　
　
　
廃
浄
蓮
寺
喚
鐘
（
勝
山
歴
史
民
俗
資

　
　
　
　
　
料
館
）、

　
　
　
　
　
妙
本
寺
一
棟
内
本
堂
・
客
殿
・
庫
裏
、

　
　
　
　
　
富
士
御
室
浅
間
神
社
２
合
目
本
宮
境

　
　
　
　
　
内
地
、
み
こ
し
（
富
士
御
室
浅
間
神

　
　
　
　
　
社
蔵
）、 

　
　
　
　
　
富
士
御
室
浅
間
神
社
文
書
４
通
、

　
　
　
　
　
東
照
宮
御
宿
陣
ノ
跡
（
小
佐
野
静
子

　
　
　
　
　
所
有
）

　
大
　
嵐
　
コ
ナ
ラ
（
天
神
社
）
、

　
　
　
　
　
釈
迦
如
来
坐
像
（
蓮
華
寺
蔵
）、

　
　
　
　
　
四
天
王
像
（
同
寺
蔵
）
、

�

　
　
　
　
大
嵐
山
の
神
社
（
天
神
社
）
、

　
　
　
　
　
天
神
社
本
殿
（
同
社
）
、

　
　
　
　
　
神
楽
殿
の
礎
石
（
同
社
）

　
　
　
　
　
神
札
古
判
木
（
同
社
）

富
士
河
口
湖
町
の
文
化
財

いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

【
10
月
22
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
】

お
め
で
た

　
　
お
く
や
み

奥
脇
　
　
唯
　
　
達
　
男
　
亜
紀
子
　
船
津

平
松
　
由
姫
　
　
健
　
二
　
佳
　
代
　
船
津

廣
瀬
　
心
那
　
　
　
忍
　
　
孝
　
子
　
船
津

佐
藤
　
大
雅
　
　
利
　
行
　
　
望
　
　
船
津

梶
原
　
詩
菜
　
　
良
　
紀
　
い
ず
み
　
船
津

山
本
　
寧
々
　
　
直
　
樹
　
美
　
香
　
小
立

古
屋
　
蒼
依
　
　
昌
　
寿
　
真
　
紀
　
小
立

堀
内
　
水
稀
　
　
英
　
二
　
佳
代
子
　
大
石

古
屋
　
乙
葉
　
　
輝
　
行
　
恭
　
子
　
河
口

堀
内
　
健
翔
　
　
伸
　
悟
　
秋
　
子
　
河
口

滝
口
　
想
楽
　
　
　
登
　
　
裕
　
子
　
河
口

朝
比
奈
秀
都
　
　
伸
　
次
　
英
　
子
　
大
嵐

三
浦
　
鈴
葉
　
　
　
亨
　
　
ゆ
か
り
　
大
嵐

��

外
川
　
き
よ
　
87
歳
　
外
川
　
澄
江
　
船
津

渡
邉
　
勝
雄
　
57
歳
　
渡
邉
　
龍
児
　
船
津

梶
原
　
貞
江
　
85
歳
　
梶
原
　
嶋
雄
　
船
津

渡
邊
　
　
眞
　
55
歳
　
渡
邊
　
敏
子
　
船
津

小
林
　
　
豊
　
75
歳
　
川
越
な
み
子
　
船
津

井
出
　
金
平
　
90
歳
　
井
出
　
セ
ツ
　
船
津

外
川
敬
一
郎
　
67
歳
　
外
川
恵
美
子
　
船
津

渡
邉
　
文
雄
　
60
歳
　
渡
邉
　
精
子
　
船
津

土
屋
　
元
晴
　
64
歳
　
土
屋
　
利
代
　
船
津

渡
邊
　
い
ち
　
81
歳
　
渡
邊
　
重
高
　
小
立

渡
邊
　
さ
わ
　
82
歳
　
渡
邊
え
り
子
　
小
立

渡
邊
　
水
穂
　
66
歳
　
渡
邊
　
俊
子
　
河
口

渡
邊
　
信
夫
　
80
歳
　
渡
邊
さ
く
子
　
河
口

早
川
　
春
子
　
96
歳
　
早
川
　
澄
雄
　
河
口

加
藤
ま
さ
子
　
84
歳
　
加
藤
　
幸
正
　
長
浜

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

重要文化財 富士御室浅間神社本殿



11月15日現在

人 口

　男

　女

世 帯

　　23,751

11,621

  12,130

 7,599

人のうごき人のうごき人のうごき

人

人

人

戸

日 

時
　
1
月
15
日(

木)

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ

　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険 

相
談
所

　
最
近
「
あ
な
た
の
所
有
し
て
い
る
空
き
地
に
自
動

販
売
機
を
置
か
せ
て
下
さ
い
」
と
、
多
額
の
賃
借
料

を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、
言
葉
巧
み
に
話
を
も
ち
か

け
、
い
ざ
契
約
す
る
と
、
実
際
は
「
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ

オ
の
自
動
販
売
機
だ
っ
た
」
と
い
う
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
地
権
者
が
ひ
と
り
で
判
断
し
、
気
軽
に
契
約
書
に

捺
印
し
て
し
ま
う
と
、
た
ち
ま
ち
ポ
ル
ノ
自
販
機
が

設
置
さ
れ
、
立
ち
退
き
を
迫
る
と
法
外
な
立
ち
退
き

料
を
要
求
さ
れ
る
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

�

ポ
ル
ノ
販
売
機
が
設
置
さ
れ
た
結
果
、
生
ず
る
様

々
な
ト
ラ
ブ
ル
、
失
敗
感
や
不
名
誉
に
対
す
る
自
責

の
念
、
地
域
社
会
と
の
摩
擦
に
悩
ま
さ
れ
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

�

現
在
、
ポ
ル
ノ
自
販
機
設
置
に
対
し
て
は
、
山
梨

県
青
少
年
課
、
山
梨
県
民
会
議
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
増
え
つ
づ
け
な
い
た
め
に
も
、「
地
域
の
子
は
、

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
意
識
を
地
域
ぐ
る
み
で
共

有
し
、
「
有
害
図
書
、
ビ
デ
オ
等
を
青
少
年
に
見
せ

な
い
、
買
わ
な
い
、
置
か
せ
な
い
、
３
な
い
運
動
」

を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
過
去
に
ポ
ル
ノ
自
販
機
を
設
置
さ
れ
た
場

所
と
し
て
は
、

　
・
三
角
地
な
ど
、
有
効
に
活
用
の
で
き
な
い
土
地

　
・
道
路
沿
い
で
、あ
た
り
に
民
家
が
な
い
土
地

　
・
地
権
者
が
曖
昧
で
あ
っ
た
り
、
地
権
者
が
他
の

　
　
市
町
村
に�

住
ん
で
い
る
よ
う
な
土
地�

な
ど
が
多
く
ね
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
十
分

に
注
意
が
必
要
で
す
。

�

さ
ら
に
、
契
約
書
に
は
、
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
何
と
な

く
話
が
う
ま
す
ぎ
る
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
山
梨

県
青
少
年
課
、
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
、
富
士

吉
田
警
察
署
等
へ
相
談
し
て
下
さ
い
。

青
少
年
を
す
こ
や
か
に
育
む

　
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

湖
水
真
珠
体
験
教
室
に
つ
い
て

　
小
立
・
八
町
屋
公
民
館(

渡
辺
元
春
館
長)

 

で
は
、
10
月
24
日
の
午
後
７
時
か
ら
「
湖
水

真
珠
体
験
教
室
」
を
八
町
屋
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
河
口
湖
の
湖
水
真
珠
を
使

っ
て
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
、
河
口
湖
ハ
ー
ブ

館
の
方
々
に
指
導
い
た
だ
き
、
実
施
し
ま
し

た
。

�

親
子
で
の
参
加
も
多
く
、
ご
夫
婦
で
の
参

加
も
あ
り
、
小
学
生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

総
勢
１
０
５
名
の
方
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

特
に
イ
ケ
チ
ョ
ウ
貝
を
割
っ
て
中
の
真
珠

を
見
た
時
は
、
皆
さ
ん
本
当
に
感
動
し
て
驚

き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

�

出
来
上
が
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
は
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
ま

す
が
素
敵

な
作
品
ば

か
り
で
し

た
。
ま
た

作
っ
て
み

た
い
と
い

う
参
加
者

が
多
く
、

楽
し
い
体

験
教
室
と

な
り
ま
し

た
。

河 口 湖 の 気 象 河口湖測候所

年・月

平 均 気 温

17.2℃

6.6℃ 8.3℃ 7.4℃

11.4℃ 12.1℃

25.8℃(2)

2.6℃(24) 4.2℃(19)

139.6h

80 %

12.7℃

18.5℃ 17.6℃

23.9℃(3)

229.0㎜ 152.8㎜138.0㎜

137.4h

82 %

過去最高  28.6℃

過去最低 －3.3℃

135.3h

80 %

最高気温

最低気温

日照時間

月最高気温

月最低気温

湿　　度

降 水 量

月
の
平
均

合
計

極
値

14年10月15年10月 平年(30年平均)要素

※月によって資料が変更になります。(  )内は極値の期日

漬
け
頃
を
振
っ
て
確
む
干
大
根
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
内
賀
津
枝

栗
大
樹
枝
を
お
と
し
て
陽
の
と
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
　
自
江

風
凪
ぎ
て
粒
栗
落
ち
し
青
い
空
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
石
　
竹
野

大
根
の
葉
を
の
ぞ
か
せ
て
土
に
埋
め
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
石
恵
美
子

掛
大
根
白
一
面
の
明
野
村
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
石
タ
カ
子

柿
落
葉
掃
き
ゆ
く
色
を
楽
し
め
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
佐
野
郷
子

富
士
晴
れ
て
畑
も
晴
れ
て
大
根
引
く
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
石
　
絹
代

踏
ん
ば
っ
て
少
し
ゆ
さ
ぶ
り
大
根
引
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
近
子

　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 

ー
勝
山
俳
句
教
室
ー

文
　
芸

梶
原
つ
ね
よ
　
96
歳
　
梶
原
　
一
榮
　
長
浜

渡
辺
　
　
貞
　
79
歳
　
渡
辺
　
高
志
　
西
湖
南

渡
辺
ひ
ゃ
う
　
90
歳
　
渡
辺
　
孝
次
　
西
湖

��

外
川
　
　
剛
　=  

谷
沢
　
貴
久
　
船
津

櫻
井
　
恵
悟
　=  

宮
下
め
ぐ
み
　
船
津

仲
沢
　
　
尊
　=  

奈
良
　
綾
香
　
船
津

芹
澤
　
正
文
　=  

齊
藤
　
宏
美
　
船
津

伊
藤
　
　
聡
　=  

渡
辺
　
洋
子
　
船
津

西
山
　
和
秀
　=  

中
澤
み
な
子
　
船
津

櫻
本
　
直
弘
　=  

畑
谷
　
彰
子
　
船
津

宮
下
　
昌
大
　=  

小
佐
野
　
恵
　
船
津

朝
比
奈
正
人
　=  

高
尾
　
晶
子
　
西
湖

久
保
　
拓
夫
　=  

渡
辺
喜
久
美
　
小
立
　

渡
邊
　
和
紀
　=  

渡
邊
　
芳
美
　
小
立

流
石
　
泰
成
　=  

加
藤
真
希
子
　
小
立

村
谷
　
法
和
　=  

高
橋
　
　
操
　
大
石

林
　
　
幸
生
　=  

渡
邉
久
美
子
　
河
口

志
村
　
修
司
　=  

勝
又
　
香
織
　
勝
山

三
浦
　
正
人
　=  

小
幡
　
志
保
　
長
浜

三
浦
　
　
泉
　=  

高
山
　
幸
江
　
西
湖
南

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

広
報
富
士
河
口
湖

　
２３



広
報
富
士
河
口
湖
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1212

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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日 Sun. 月 Mon. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.

7 128 139 10 11
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14 15 16 17 18 19 20

2221 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1
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4 5

2 3

6 7 8 9

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)

平日 １７:００～、土曜日 １２:００～、日曜・祝祭日 ８:００～

11

18

12

19 20 21 22 23 24

13 14 15 16 17

●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●乳児健診

●リハビリ教室

●大晦日 ●正月

●リハビリ教室 ●BCG接種 ●行政相談・
　心配ごと相談

●１歳6ヵ月児健診

●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●天皇誕生日 ●リハビリ教室 ●クリスマス ●役場仕事納め

●役場仕事始め
●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●リハビリ教室 ●サンアイデー
●冬花火湖上の舞

●新春将棋大会
●冬花火湖上の舞

●冬花火湖上の舞

●成人の日●町成人者の集い
●冬花火湖上の舞

●冬花火湖上の舞

●リハビリ教室
●御幣渡し(小立)

●3歳児健診●乳児健診

●母子手帳交付
�●育児相談
�●総合相談

●リハビリ教室●行政相談・
　心配ごと相談
●乳児健診

●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談
●JA検診

●JA検診
●乳児健診

●サンアイデー

CALENDAR 12月7日～1月24日

�

富
士
河
口
湖
町
と
し
て
は
じ
め

て
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
12
月

18
日
に
町
内
の
皆
さ
ん
の
世
帯
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
「
富
士

山
写
真
大
賞
」
「
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
の
入
賞
写
真
で
構
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
１
冊
３
０
０
円

で
お
分
け
し
ま
す
。
町
役
場
、
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
の
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

�������������

１
月
号
の
広
報
は
、

　
　
１
月
22
日
発
行
予
定
で
す
。

来
年
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の

配
布
と
販
売
等
に
つ
い
て


